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                                     平成１７年２月４日 
各      位                                         会 社 名  東亜ディーケーケー株式会社 

代表者名  取締役社長 山 﨑 正 知 
（コード番号 ６８４８  東証第２部） 
問合せ先  取締役 総務人事部長  

           登 坂 邦 秀 
（ＴＥＬ ０３－３２０２－０２１１） 
 

通期業績予想の修正及び固定資産の譲渡並びにたな卸資産の廃棄に関するお知らせ 
 

 平成１６年５月２６日の決算発表時に公表した平成１７年３月期通期業績予想の修正及び固定資産

の譲渡並びにたな卸資産の廃棄について、下記のとおりお知らせいたします。 
記 

１．平成１７年３月期通期業績予想の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 
(1) 連結通期の業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １３,３８６ ５０５ ２８５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １３,５２３ ５５５ ２０３ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １３７ ５０ △８２ 

増 減 率            （％） １.０ ９.９ △２８.８ 

（ご参考） 

前期実績（平成１６年３月期） 
１３,６４１ ５７１ ３２０ 

 

(2) 単独通期の業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １３,３００ ４４７ ２４０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １３,５０１    ４４７    １６０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２０１ ０ △８０ 

増 減 率            （％） １.５ ０ △３３.３ 

（ご参考） 

前期実績（平成１６年３月期） 
１３,５５６ ４１０ ２３８ 

 

(3) 修正の理由 

   当期の売上高は、当社の主たる需要分野であります環境・基本プロセス等が堅調に推移し、期

初の予想より微増ではありますが増収の見込みです。 

しかしながら、次に記載するとおり固定資産の譲渡により約１１０百万円の特別利益が発生す

る一方、たな卸資産の廃棄により約２５０百万円の特別損失が見込まれるため、当期純利益は減

額となる予想です。  
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２．固定資産の譲渡 

    当社は、平成１７年２月４日開催の取締役会において、次のとおり固定資産の譲渡を決議いた

しました。 

(1) 譲渡の理由 

    資産の効率化を図り、経営基盤を強化する。 

 

(2) 譲渡資産の内容 

資産の内容および所在地 帳簿価額 譲渡価額 現況 

埼玉県川越市南台３丁目７番３ 
土地 ８８５．９７㎡ 

１,６２９千円 １２０,０００千円 独身寮 

 

(3) 譲渡先の概要 

商 号 株式会社 東栄住宅 
本 店 所 在 地 東京都西東京市芝久保四丁目２６番３号 
代 表 者 代表取締役社長 佐々野 俊彦 
資 本 の 額 ２２億９,１２２万６千円 （平成１７年２月４日現在） 

大 株 主 
（株）バンブーフィールド 
（有）一商事 

佐々野 俊彦      （平成１６年７月３１日現在） 
主 な 事 業 の 内 容 戸建住宅分譲事業、マンション分譲事業、注文住宅事業 
当 社 と の 関 係 なし 
 

(4) 譲渡の日程 

 平成１７年 ２ 月 ４ 日  取締役会決議 
 平成１７年 ２ 月 ７ 日  契約書締結 
 平成１７年 ３ 月１１日 物件引渡し 

 

３．たな卸資産の廃棄 

当社は、平成１５年９月から取り組んできた生産改革の一環として、合併後推進してきた製品

の統廃合の第２弾を実施するとともに、生産効率アップのために製造部品の見直しを行い、共通

化、部品点数の減少を図ります。これに伴い、発生する製造中止機種等の在庫品や不要となる部

品類を廃棄いたします。また、廃棄に当たってはたな卸資産処分基準の改定を行い、たな卸資産

の適正化を図ります。 

なお、たな卸資産の廃棄処分により 特別損失 約２５０百万円の計上を見込んでおります。 

 

以  上 


